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あ
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勧
学
院
に
於
い
て
拝
写
を
許
さ
れ
、
初
学
の
為
に
供
さ
れ
た
も
の
の
ょ
う
で
、
し
た
が
つ
て
今
日
も
古
い
寺
院
に
あ
つ
て
は
写
本
を
蔵
さ

れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
幸
い
私
方
に
は
金
岳
公
子
御
研
鑽
の
御
聖
教
が
不
思
議
に
戦
火
を
免
れ
て
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
五
帖

抄
も
存
し
て
い
る
の
で
、
不
肖
私
が
こ
の
御
抄
を
担
当
さ
せ
て
頂
く
次
第
で
あ
る
。

さ
て
私
が
拝
読
し
て
い
る
御
本
は
、
そ
の
奥
書
に

伝
受
之
比
丘
　
尼
崎
門
葉
　
信
行
院
日
院
判

改
名
　
報
智
院
日
心
判

寛
延
四
辛
未
十

一
月
五
日

と
あ
り
、
信
行
院
日
院
上
人

・
後
に
報
智
院
日
心
上
人
が
書
写
さ
れ
た
も
の
を
、
左
近
公
の
右
筆
が
拝
写
さ
れ
し
も
の
と
う
か
が
え
る
。

こ
の
よ
う
に
私
が
拝
読
し
て
い
る
御
本
は
、
い
わ
ゆ
る
御
写
本
で
あ
り
、
し
た
が
つ
て
未
だ
御
真
蹟
と
対
照
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、

目
下
私
が
拝
見
し
た
と
こ
ろ
に
よ
つ
て
も
、
い
さ
さ
か
誤
写
の
箇
所
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

右
の
次
第
に
よ
り
、
今
回
は
御
写
本
を
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
こ
と
を
避
け
、
す
べ
て
書
き
下
し
文
と
し
、
御
文
意
を
紹
介
さ
せ
て
頂
く

の
み
に
と
ど
め
た
。
よ
つ
て
、
あ
え
て
い
う
な
ら
ば
、
後
日
定
本
と
し
て
の
五
帖
抄
が
刊
行
さ
れ
る
ま
で
の
便
宜
の
為
の
取
意
撮
要
と
い

う
意
味
で
お
読
み
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

二
、
本
抄
の
御
撰
述

に
つ
い
て

五
帖
抄
と
い
う
の
は
通
称
で
あ
つ
て
、
具
さ
に
は

「本
門
法
華
宗
五
時
四
教
名
目
見
聞
」
と
言
う
の
が
門
祖
が
親
し
く
付
せ
ら
れ
て
い

る
題
号
で
あ
る
。
尚
私
が
拝
し
た
御
写
本
に
は
、
こ
の
上
に

「
日
蓮
所
立
」
な
る
四
字
が
冠
せ
ら
れ
て
あ
り
、

「日
蓮
所
立
本
門
法
華
宗
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五
時
四
教
名
目
見
間
」
と
な
つ
て
い
る
。
こ
の
名
目
見
間
は
全
部
で
十
巻
あ
り
、
そ
の
中
初
の
第

一
と
第
二
が
世
に
い
わ
れ
て
い
る

「
二

帖
抄
」
で
あ
る
。
こ
の
二
帖
抄
は
、

「本
門
円
宗
五
時
四
教
名
目
」
と
い
う
題
号
に
つ
い
て
釈
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
題
号
釈
で
あ
る
。

次
の
第
二
、
第
四
は
五
時
の
中
の
華
厳
を
釈
し
、
第
五
は
阿
含
、
方
等
、
般
若
を
釈
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
次
の
第
六
、
第
七
、
第
八
に

於
い
て
法
華
を
釈
し
、
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
を
釈
す
る
に
当
つ
て
、
尼
崎
流
秘
蔵
の
本
地
本
門
の
教
観
を
論
述
遊
ば
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
よ
つ
て
こ
の
第
六

・
七

・
八
の
三
巻
を
特
に
校
出
し
て
五
帖
と
し
、
古
来
五
帖
抄
と
称
し
て
い
る
の
で
あ
つ
て
、
今
回
述
べ
よ
う
と

す
る
の
は
、
正
し
く
こ
の
部
分
に
相
当
す
る
の
で
あ
る
。

次
の
第
九
、
第
十
は
涅
槃
の
下
と
、
四
教
各
論
と
な
つ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
両
山
五
十
七
世
日
唱
上
人
が

「両
山
歴
譜
」
に
於
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。

即
ち
、
　
　
′

当
山
付
本
第

一
第
二
是
レ題
号
′下
也
。
世
二号
ゴ
一帖
抄
一別
写
シテ流
布
ス先
師
以
一近
要
一フ抄
写
シ為
一初
心
ｒ
Ｌ
流
布
■
云
。

と
述
べ
て
、
第

一
、
第
二
が
二
帖
抄
な
る
こ
と
を
示
さ
れ
、
次
に
、
五
帖
抄
に
つ
い
て
は

日
唱
敢

私
一考
ァ云
、　
蓋

於
中

第
六
、
七
、
八

〓
一冊
、　
応
ｒ
法
華

下
「
若

雨
者
ハ世
．校
出

テ名
二
五
帖
抄
一聖
教
是
、ラ
ン
五
帖
抄

題
号
可
”見
合
一　
調
巻
宜
シキ故
二而
開
テ為
一
五
帖
「
　

配
一
ル
五
字
釈
一故
敷
、
是
レ亦
先
哲
依
一
近
要
一為
一初
学
一ノ抄
写
シテ令
一ル流
布
一
ナ
ラ

ン
敗
後
聖
可
レ考

と
記
さ
れ
て
い
る
。

右
の
如
く
、
二
帖
抄

・
五
帖
抄
と
言
う
御
抄
は
、
弧
立
し
て
い
る
御
抄
で
は
な
く
、

「名
目
見
間
」
の
中
よ
り
校
出
し
て
名
づ
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
両
抄
は
、
両
山
歴
譜
に
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
如
く
、
相
当
早
く
よ
り
抄
写
さ
れ
、
近
要
の

五
帖
抄
要
文
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意
味
を
以
つ
て
物
学
者
の
講
讃
に
供
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
二
帖
、
五
帖
の
両
抄
は
、
分
量
か
ら
い
つ
て
も
大
し
た

も
の
で
は
な
く
、
又
内
容
は
本
宗
教
義
を
平
易
に
し
か
も
要
約
し
て
指
南
さ
れ
て
い
る
も
の
の
よ
う
で
あ
つ
て
、
今
日
の
私
達
学
生
も
、

四
帖
抄
と
共
に
先
ず
こ
の
二
抄
を
拝
読
す
れ
ば
、
弘
経
抄
、
私
新
抄
、
宗
要
集
等
の
門
流
深
秘
の
重
要
教
義
を
信
解
す
る
の
に
便
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
こ
の
名
目
見
間
の
御
述
作
年
代
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
に
関
し
て
既
に
両
山
歴
譜
に

師
著
二述
シタ
フ
ニ聖
教
一
不
【
記
一年
代
一
故
二未
〆
詳
し
且
ダ
案
一
ル
ニ次
第
一云
ク制
一本
門
戒
鉢
抄
見
間
三
帖
抄
一次
二著
一名
目
見
聞
一

と
い
わ
れ
て
お
り
、
明
確
な
る
御
述
作
年
代
を
知
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
そ
も
そ
も
門
祖
は
、
御
著
述
中
に
年
代
を
記
載
さ
れ
る
こ
と
は

少
な
く
、
し
た
が
つ
て
諸
種
の
御
聖
教
に
於
い
て
も
そ
の
御
述
作
年
代
は
推
定
し
奉
る
よ
り
他
な
い
の
で
あ
る
。

門
祖
の
こ
の
よ
う
な
御
傾
向
は
、
特
に
歴
史
的
な
こ
と
に
無
頓
着
で
あ
ら
れ
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
門
祖
は
あ
く
ま
で
宗
義
を
述
べ

ん
と
さ
れ
る
御
信
念
に
終
始
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
物
語
つ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
の
こ
と
を
う
か
が
う
に

相
州
竜

日
の
不
思
議
同
じ
く
依
智
止
宿
の
時
庭
前
に
客
春
下
り
、　
豆
州
流
罪
に
親
し
く
海
上
よ
り
金
像
釈
尊
来
り
、　
佐
渡
島
流
罪
の

時
日
朗
赦
免
状
を
覚
了
す
る
、
或
は
安
房
国
清
澄
に
し
て
本
門

本
尊
を
感
得
す
る
等
、　
種
々
之
れ
有
り
と
雖
も
、　
宗
義
の
本
意
に
非

る
間
、
後
代
の
弟
子
未
だ
紙
上
に
載
せ
ず
。
一ム云
公
一帖
抄
）

と
仰
せ
ら
れ
て
あ
り
、
門
祖
の
御
聖
教
は
徹
頭
徹
尾
宗
義
の
探
究
が
目
的
で
あ
つ
て
、
霊
験
、
利
益
談
が
主
で
は
な
く
、
法
門
の
邪
正
、

浅
深
、
勝
劣
を
判
ず
る
宗
義
の
研
鑽
こ
そ
吾
が
門
流
の
使
命
な
る
こ
と
を
痛
感
す
る
の
で
あ
る
。

右
の
よ
う
な
門
祖
の
御
信
念
と
御
性
格
の
し
か
ら
し
む
る
と
こ
ろ
か
、
門
祖
御
自
身
が
自
ら
記
さ
れ
た
自
救
伝
的
な
も
の
や
、
当
時
の

日
常
の
御
生
活
等
の
御
様
子
を
記
さ
れ
た
も
の
が
な
く
、
し
た
が
つ
て
御
著
述
年
代
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
ほ
ぼ
推
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定
し
奉
る
上
に
基
準
と
な
る
の
は
、
本
門
弘
経
抄
属
累
品
の
終

（全
集
十
一
巻
二
一
九
頁
）
に

記
者
既
に
六
十
九
な
れ
ば
廃
亡
の
義
こ
れ
あ
る
べ
し
、
悲
哉
悲
哉
一広云
。

の
御
記
載
が
あ
り
、
次
に
宗
要
集

（
一
巻
四
四
頁
）
に

享
徳
二
年
八
月
下
旬
よ
り
宗
要
を
書
き
初
む
る
な
り
、
記
者
六
十
九
訪
う
べ
し
訪
う
べ
し
。

と
あ
り
、
こ
れ
が
唯

一
の
手
が
か
り
で
あ
る
。
そ
し
て
宗
要
集
の
教
相
部
第
十
三
種
四
教
を
終
え
ら
れ
た
の
が
康
正
二
年
十

一
月
で
、
門

祖
御
年
七
十
二
才
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
御
記
載
よ
り
考
え
れ
ば
、
門
祖
は
比
較
的
晩
年
に
な
ら
れ
て
御
執
筆
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
あ

り
、
こ
の
名
目
見
聞
も
、
門
祖
が
尼
崎
に
於
い
て
専
ら
御
著
述
に
没
頭
遊
さ
ら
れ
た
頃
の
晩
年
の
御
作
な
る
こ
と
は
、
そ
の
内
容
上
よ
り

も
充
分
推
測
し
奉
る
こ
と
が
出
来
る
。
し
か
し
こ
の
見
間
中
に
は
弘
経
抄
の
如
し
と
か
、
宗
要
集
の
如
し
と
か
、
私
新
抄
の
如
し
と
言
う

御
言
辞
は
な
い
か
ら
、
弘
経
、
宗
要
、
私
新
の
御
抄
よ
り
は
勿
論
以
前
に
御
制
作
遊
れ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
し
か
し
御
文
中
に
は
し

ば
し
ば

「委
し
く
は
天
台
法
華
不
同
抄
の
如
し
」

「委
し
く
は
十
三
問
答
抄
の
如
し
」

「委
し
く
は

一
帖
五
時
見
間
の
如
し
」
な
る
語
が

見
え
て
お
り
、
し
た
が
つ
て
こ
の
見
間
は
、
四
帖
抄
、
十
三
間
答
抄
、　
一
帖
抄
よ
り
は
後
期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
又
こ
の
見
間
の
第

十
二
に

「本
門
流
通
末
代
に
本
門
の
円
戒
之
れ
有
る
可
し
。
三
カ
秘
法
中
の
随

一
也
。
委
し
く
は
三
帖
抄
の
如
し
」
な
る
御
文
あ
り
、
三

帖
抄

（戒
体
見
聞
）
も
名
目
見
聞
以
前
の
御
著
作
な
る
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。

以
上
本
名
目
見
間
の
御
述
作
年
代
に
関
し
て
、
そ
の
大
要
を
推
察
し
た
の
で
あ
る
が
、
正
確
な
る
年
代
の
御
記
載
が
な
い
為
、
四
帖
、

十
三
間
答
、　
一
帖
、
三
帖
等
の
御
抄
よ
り
は
後
、
弘
経
、
宗
要
、
私
新
よ
り
は
以
前
と
い
う
こ
と
の
み
を
知
る
に
と
ど
ま
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
あ
の
大
部
の
御
著
述
が
、
そ
の
大
部
分
が
御
歳
を
召
さ
れ
た
晩
年
に
於
い
て
一
挙
に
し
て
完
成
さ
れ
て
い
る
の
を
知
る
と
き
、

門
祖
が
真
実
の
宗
義
を
後
代
に
と
ど
め
ん
と
さ
れ
る
慈
悲
の
願
行
に
他
な
ら
ず
、
尊
く
も
又
有
難
く
拝
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

五
帖
抄
要
文
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さ
て
こ
の
五
帖
抄
は
、
左
に
掲
げ
る
目
次
の
如
く
、
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
の
講
説
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
弘
経
抄
の
第

一
帖
よ
り
第
九

帖

（隆
全
第
一
巻
）
と
大
体
同
じ
で
あ
る
。
勿
論
弘
経
抄
は
九
帖
に
及
ぶ
広
説
で
あ
る
が
、
五
帖
抄
に
於
い
て
は
、
や
や
略
説
と
な
つ
て
い

る
。
こ
の
点
よ
り
見
て
、
五
帖
抄
が
さ
き
に
完
成
し
、
更
に
弘
経
抄
に
於
い
て
こ
れ
を
台
本
と
し
て
補
訂
し
整
束
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
本
抄
の
題
号
、
及
び
御
撰
述
の
次
第
に
つ
い
て

一
言
し
た
の
で
、
次
に
先
づ
本
抄
の
主
要
目
次
を
抄
出
列
記
し
、
本
抄
の
紹
介
の

一
端
と
し
た
い
。

三
、
本
抄
の
目
次

本
門
法
華
宗
五
時
四
教
名
目
見
聞
　
　
目
次

法
華
の
下
　
　
五
帖
の
内
第

一

一　
三
種
法
華
の
事
　
取
意

一一　
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
事

二
一　
妙
法
蓮
華
経
は
、
在
世
滅
後
の
中
、
何
れ
の
衆
生
の
為
な
り
耶

四
　
妙
法
蓮
華
経
は
、
三
世
の
中
何
れ
を
以
て
根
本
開
発
の
依
地
と
為
す
耶

五
　
妙
法
蓮
華
経
は
、
約
教
約
部
、
権
実
本
述
の
中
何
れ
を
以
て
判
教
の
本
意
と
為
す
耶

エハ
　
約
教
釈
を
以
て
妙
法
蓮
華
経
を
顕
す
形
の
事

七
　
約
部
釈
を
以
て
妙
法
蓮
華
経
を
顕
す
形
の
事
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八
　
教
部
、
並
に
八
教
超
不
超
と
、
相
対
絶
対
と
不
同
の
事

九
　
権
実
本
述
不
同
の
事

十
　
妙
法
蓮
華
経
は
、
権
実
本
述
の
中
、
何
れ
を
以
て
判
教
の
本
意
と
為
す
耶

十
二
　
玄
義

一
部
五
重
玄
を
以
て
妙
法
蓮
華
経
を
釈
す
姿
の
事

十
二
　
文
句

一
部
を
以
て
入
文
判
釈
と
為
す
事

十
三
　
止
観

一
部
に
法
華
の
大
意
を
宜
る
事

十
四
　
玄
文
止
二
部
教
観
を
分
つ
事

十
五
　
妙
法
蓮
華
経
は
、
六
即
の
中
何
の
位
よ
り
出
生
す
る
耶

十
六
　
五
重
玄
義
の
事

十
七
　
本
述
二
門
大
綱
の
事

（付
た
り
二
五
の
遠
事
を
以
て
何
な
る
経
旨
を
顕
す
や
の
事
）

十
八
　
事
成
理
成
顕
本
の
事

（付
た
り
事
成
は
諸
経
に
通
ぜ
ず
理
成
秘
密
三
身
顕
本
は
諸
経
に
通
ず
る
事
）

十
九
　
述
本
理
円
事
円
不
変
随
縁
の
事

廿
　
宗
意
述
本
実
体
の
事

妙
の
下
　
　
　
　
五
帖
の
内
第
二

一　
述
の
十
妙
、
本
の
十
妙
、
観
心
妙
、
並
に
百
廿
重
妙
の
事

五
帖
抄
要
文
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述
の
十
妙
の
事
付
た
り
　
述
の
十
妙
は
爾
前
と
有
同
有
異
、
本
の
十
妙
は
諸
経
ど
永
異
の
事

付
た
り
　
日
蓮
宗
述
門
の
十
妙
を
沙
汰
し
て
何
な
る
巨
益
を
得
る
耶

付
た
り
　
当
宗
末
代
依
用
の
述
門
の
事

述
の
十
妙
に
於
て
相
待
絶
待
観
心
妙
を
判
ず
る
事

付
た
り
　
教
観
待
絶
二
妙
相
貌
の
事

相
待
妙
に
開
会
を
明
す
耶
　
宗
義
種
々
之
れ
有
り

案
位
進
入
二
妙
開
会
の
事

付
た
り
　
案
位
進
入
一
人
敗
二
人
敷

付
た
り
　
述
本
案
位
進
入
の
事
　
ウホ
義
之
れ
在
り

付
た
り
　
本
門
流
通
案
位
進
入
の
事
　
ウ示
義
種
々
之
れ
有
り

付
た
り
　
案
進
二
妙
に
勝
劣
を
論
ず
る
耶

種
類
種
相
待
種
開
会
の
事

付
た
り
　
種
類
相
待
二
種
の
開
会
今
経
の
円
妙
並
に
別
教
に
亘
る
耶
の
事

付
た
り
　
当
宗
種
類
相
待
開
会
の
事
　
ウボ
義
広
之
を
書
く

法
華
述
門
に
開
会
せ
ざ
る
法
之
れ
有
り
耶
の
事
　
宗
義
之
れ
有
り

述
門
に
は
大
品
性
真
如
観
を
帯
す
と
言
う
事
　
宗
義
之
れ
有
り

本
門
十
妙
の
事

述
本
廿
妙
開
合
の
事

十
妙
に
五
重
玄
を
摂
す
る
の
事
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十
二
　
本
門
十
妙
観
心
の
事

十
三
　
述
門
十
妙
の
如
く
、
本
の
十
妙
に
於
て
も
、
相
待
絶
対
を
論
ず
る
耶
の
事

妙
の
一
字
の
下
　
　
　
　
五
帖
の
内
第
二

一　
六
重
本
述
の
事
付
た
り
　
本
述
一
致
勝
劣
の
事

付
た
り
　
本
門
十
妙
を
以
て
六
重
本
述
を
摂
得
す
る
の
事

付
た
り
　
一ハ
重
の
中
第
六
己
今
本
述
の
上
に
於
て
当
家
の
宗
旨
を
判
ず
る
の
事

一
一　
述
本
十
妙
に
各
十
用
有

る
の
事

付
た
り
　
十
重
顕

一
の
中
何
れ
を
以
て
末
代
の
得
分
と
為
す
べ
き
耶

付
た
り
　
述
門
十
用
は
惣
名
よ
り
起
る
敷

〓
一　
本
門
十
妙
よ
り
十
用
起
る
の
事

付
た
り
　
両
師
の
特
に
云
く
十
重
顕
本
は
本
門
流
通
の
意
滅
後
末
法
の
為
の
事

付
た
り
　
此
の
十
重
顕
本
は
惣
名
よ
り
起
敷
体
妙
よ
り
起
る
敷

付
た
り
　
此
の
十
重
顕
本
に
於
て
日
蓮
宗
観
心
の
得
分
の
事

法

の

一
字

の
下

四
　
法
に
於

て
三
法
妙
有

の
事

付
た
り
　
此
の
三
法
妙
に
於
て
日
蓮
宗
得
分
の
事

蓮
華

の
下

五
　
蓮
花
本
述
六
書

の
事
　
種
々
滲不
義
之
れ
有
り

付
た
り
　
廃
権
立
実
の
時
は
猶
体
内
の
権
を
廃
す
る
敷
の
事
　
し不
意

五
鮎
螺
喜
墨
叉
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付
た
り
　
本
門
三
書
の
事
　
滲不
意
　
　
　
　
　
　
一　
，

付
た
り
　
当
宗
に
述
門
を
用
い
る
は
開
述
顕
本
の
意
敷
の
事

ニハ
　
当
体
蓮
華

の
事
　
滲示
意

付
た
り
　
当
体
蓮
花
に
本
述
を
分
つ
事
　
滲ボ
意

七
　
述
本
の
当
体
蓮
花
に
勝
劣
を
論
ず
る
耶

付
た
り
　
正
宗
流
通
当
体
蓮
華
の
事

　̈
　
　
付
た
り
　
流
通
当
体
蓮
華
に
本
述
不
同
を
分
つ
事

付
た
り
　
本
門
流
通
当
体
蓮
華
は
何
れ
の
菩
薩
い
何
れ
の
人
に
之
を
付
す
る
耶

付
た
り
　
日
蓮
大
士
の
師
弟
旦
那
計
り
本
門
当
体
蓮
花
の
事

経
の
一
字

ヽ
　

　

五
帖
の
内
第
四
　
　
　
　
‐　
　
　
・・　
　
　
　
　
　
　
・

一　
玄
の
八
の
五
文
段
の
教
観
大
意
の
事

付
た
り
　
経
字
梵
音
の
事
　
付
た
ヶ
経
字
姿
の
事

一一　
本
述
流
通
経
緯
の
事

二
一　
妙
法
蓮
華
経
通
別
釈
の
事

経
字
大
意
の
事

経
之
序
正
流
通
の
事
　
付
た
り
在
世
滅
後
流
経
の
事

観
心
為
経
の
事

六
塵
為
経
、
三
塵
為
経
の
事

付
た
り
　
一ハ
即
を
以
て
種
熟
脱
に
配
す
る
事

付
た
り
　
一二
塵
為
経
に
表
裏
を
論
ず
る
耶

七 六 五 四
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付
た
り
　
一ハ
即
種
熟
脱
を
以
て
過
現
に
配
す
る
事

経
は
常
と
訓
ず
る
の
事

玄

の
八
の
釈
、
五
文
段
を
立

つ
る
の
事

付
た
り
　
無
翻
五
義
有
翻
五
義
の
事

一
経
三
段

二
経
六
段

の
事

付
た
り
　
経
の
字
に
就
て
妙
法
蓮
華
経
観
心
の
事

付
た
り
　
一
経
三
段
二
経
六
段
に
就
て
天
台
当
宗
不
同
の
事

付
た
り
　
一不
意

一
経
三
段
二
経
六
段
大
意
の
事

付
た
り
　
一
経
三
段
の
主
、
二
経
六
段
の
主
の
事

十

一　
序

ｏ
正

・
流
通
の
事

十
二
　
述
門
三
周
五
段
の
事
　
宗
義
種
々
之
れ
有
り

十
三
　
法
華
二
処
二
会
の
事
　
宗
義
之
れ
有
り

十
四
　
法
華
経
は
何
れ
の
土
に
於
て
之
を
説
く
耶

十
五
　
法
華
七
種
教
主
の
事
　
宗
義
種
々
之
れ
有
り

経
字
の
下
　
　
　
　
五
帖
の
内
第
五

十 九  八

記
小
久
成
三
千
に
於
て
天
台
当
宗
不
同
の
事

日
蓮
宗
の
本
尊
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
根
本
住
処
は
、
本
門
敷
、
述
門
敗
の
事

当
宗
の
意
、
雨
前
無
得
道
の
事

五
帖
抄
要
文
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四
　
述
門
無
得
道
の
事

五
　
本
門
経
王
の
事
　
広
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

一ハ
　
本
門
有
得
道
観
心
の
重
の
事

七
　
天
台
等
の
四
要
品
の
事
　
宗
義
之
れ
在
り

八
　
当
宗
要
品
の
事
　
当
門
流
要
品
の
事

九
　
当
流
神
力
品
を
以
て
要
品
と
為
す
事

十
　
本
門
八
品
を
以
て
最
要
品
と
為
す
の
事

十

一　
一ホ
意
提
婆
品
を
以
て
要
品
に
用
い
る
耶
の
事

十
二
　
天
台
の
末
学
の
妙
音
述
機
、
観
音
本
機
の
事
　
宗
義
破
文
之
れ
有
り

十
三
　
本
門
に
妙
覚
の
益
を
挙
げ
ざ
る
の
事
　
宗
義
之
れ
有
り

十
四
　
聞
経
の
益
、
聞
品
の
益
、
流
通
廃
通
、
流
通
還
述
の
事
　
宗
義
之
れ
有
り

十
五
　
属
累
品
経
中
、
経
末
の
事
　
種
々
ウ示
義
之
れ
有
り

十
六
　
法
華
経
の
異
訳
不
同
の
事

十
七
　
法
花
八
カ
年
表
示
の
事

十
八
　
由示
意
五
味
主
教
相
を
以
て
宗
教
と
為
す
の
事

四
、
主
要
文
抄
引
　
　
　
　
　
，

以
上
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以
上
本
抄
の
紹
介
の
意
味
を
以
つ
て
目
次
を
掲
載
し
た
の
で
、
次
に
全
御
文
の
中
よ
り
重
要
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
、
項
目
に
従

つ
て
本
抄
を
挙
げ
よ
う
。

教
相
の
問
題

１
、
三
種
教
相

玄
の
一
三
種
教
相
の
中
に
は
、
初
重
は
教
部
権
実
に
て
熟
脱
五
味
相
生
の
義
を
釈
し
、
第
二
の
化
導
よ
り
下
種
を
論
じ
、
第
二
は
種
子

を
下
す
化
主
の
父
の
虚
実
を
札
明
し
て
、
大
通
下
種
の
父
を
廃
し
て
久
遠
下
種
の
父
を
取
る
也
。
故
に
二
重
の
文
に
は
権
実
本
述
共
に

之
れ
有
り
と
雖
も
、
文
の
本
意
が
本
述
相
対
な
る
故
に
、
前
の
両
意
は
述
門
に
約
し
、
後
の
一
意
は
本
門
に
約
す
と
言
え
り
。
意
と
は

文
の
面
は
初
二
は
権
実
、
第
二
は
本
述
な
れ
ど
も
、
義
分
は
首
題
能
判
の
教
相
な
れ
ば
、
本
述
相
対
せ
で
は
叶
う
べ
か
ら
ざ
る
意
也
。

是
の
故
に
本
述
は
根
源
の
種
子
下
種
を
論
ず
る
也
。
故
に
本
述
勝
劣
と
は
言
う
也
。　
一
致
と
言
わ
ば
権
実
と
成
て
名
は
本
述
、
義
は
権

実
な
る
間
、
自
ら
体
用
本
述
と
成
て
熟
脱
の
為
に
は
重
宝
也
。
在
世
の
釈
尊
、
二
乗
、
像
法
の
天
台
之
を
尚
ぶ
。
末
法
の
日
蓮
大
士
は

之
を
嫌
う
。
下
種
を
ス
リ
マ
ギ
ラ
カ
シ
テ
失
う
故
也
。
下
種
は
必
ず
事
の
教
相
に
依
て
之
を
顕
し
、
熟
脱
は
理
の
教
相
を
弁
じ
て
之
を

顕
す
故
に
天
台
伝
教
は
本
述

一
致
を
止
観
に
移
し
理
観
を
宗
旨
と
為
す
也
。
日
蓮
大
士
と
尼
崎
存
道
両
師
は
、
本
述
事
也
の
事
相
の
教

相
を
好
み
、
事
行
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
を
唱
え
て
事
相
の
名
字
信
位
の
下
種
を
成
じ
、
事
の
本
時
娑
婆
、
事
の
常
寂
光
に
還
帰
し
て
事

相
の
即
身
成
佛
を
唱
る
也
。

（五
帖
ノ
内
第
こ

以
下
カ
ッ
コ
の
内
は
各
帖
の
別
萱
小
す

２
、
権
実

権
実
と
は
化
主
の
佛
の
心
実
相
也
。
是
の
実
相
と
は
界
如
権
実
の
法
也
。
実
相
と
は
三
諦
、
三
諦
即
四
教
、
四
教
即
五
時
五
味
、
五
時

五
味
即
大
小
偏
円
也
。
是
即
ち
教
主
果
頭
の
佛
の
内
証
三
諦
三
千
実
相
の
法
也
。
権
実
と
は
経
々
也
。
佛
の
自
行
化
他
の
法
門
也
。
此

五
帖
抄
要
文

一-181-―



五
帖
抄
要
文

の
権
実
々
相
三
諦
の
法
を
、
始
め
て
華
厳
よ
り
今
経
安
楽
行
品
に
至
る
ま
で
之
を
説
く
也
。
故
に
権
実
は
本
述
に
亘
る
と
雖
も
、
述
門

の
正
意
也
。
銀
の

一
に
云
く
、
述
門
正
意
在
顕
実
相
、
実
相
雖
在
述
門
弁
党
¨
述
門
十
妙
の
下
は
悉
く
権
実
の
意
也
。
玄
の
一
三
種
教

相
中
の
初
二
悉
く
権
実
の
意
也
。
Ｈ

３
、
本
述

本
述
と
は
化
主
果
頭
の
慈
父
の
常
、
無
常

・
虚

・
実
也
。
佛
の
色
心
の
中
に
は
、
心
は
権
実
、
謂
く
実
相
也
。
色
は
本
逃
也
。
故
に
本

述
は
事
也
。
権
実
は
理
也
。
権
実
は
四
教
の
機
情
断
証
の
因
果
、
本
逃
は
四
教
の
因
果
の
上
の
果
頭
の
教
主
に
之
を
論
ず
る
也
。
之
に

依
て
玄
の
七
に
云
く
、本
迩
は
身
に
約
し
位
に
約
し
、
権
実
は
智
に
約
し
、
教
に
約
す
・ム云
。
義
の
七
に
云
く
、
今
此
の
本
門
は
身
に
約

し
事
に
約
す
一広云
。
当
流
口
伝
に
云
く
、
権
実
は
母
、
本
述
は
父
也
一〓云
。
故
に
面
は
本
、
裏
は
述
、
述
は
助
行
、　
本
は
正
行
な
り
。
Ｈ

４
、
理
円
と
事
円

法
鉢
の
辺
は
述
に
事
と
理
、
不
変
と
随
縁
、
本
に
又
事
理
、
不
変
随
縁
共
に
各
々
之
を
明
す
べ
き
也
。
然
る
に
機
に
趣
く
に
説
必
次
第

す
る
時
、
述
門
に
は
正
意
在
顕
実
相
し
て
理
円
を
明
す
。
理
円
は
即
不
変
真
如
也
。
本
門
に
は
本
門
正
意
顕
寿
長
遠
と
云
て
長
寿
を
明

す
。
長
寿
は
是
れ
書
、
慧
即
報
身
也
。
報
身
を
即
事
円
の
主
と
為
す
。
事
の
円
は
即
随
縁
真
如
也
。
日

５
、
二
五
の
遠
事

今
経
の
本
門
報
佛
は
、
久
遠
長
寿
に
し
て
過
去
遠
々
五
百
塵
点
の
其
の
上
、
成
等
正
覚
し
て
本
囚
妙
の
時
よ
り
法
華
経
を
説
い
て
衆
生

を
利
す
。
地
涌
是
也
。
是
即
ち
佛
の
初
、
妙
法
の
初
、
衆
生
の
初
、
下
種
の
初
な
る
故
に
、
第
二
番
己
下
垂
述
の
為
の
根
本
能
開
と
成

る
也
。
是
即
ち
過
去
の
遠
事
諸
経
に
勝
る
、
久
遠
な
る
故
也
。
若
し
真
言
、
華
厳
、
浄
土
二
部
経
等
に
、
過
去
を
六
百
塵
点
と
説
く
な

ら
ば
、
法
華
経
の
為
に
本
門
能
開
と
成
る
可
し
。
然
る
に
之
を
説
か
ず
、
法
華
経
計
に
過
去
の
往
因
を
遠
く
五
百
塵
数
と
説
く
故
に
、
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三
世
の
諸
経
の
為
に
根
本
能
開

一
乗
と
成
り
、
真
言
華
厳
念
佛
の
諸
経
は
分
別
説
三
の
所
開
枝
末
と
成
る
也
。
故
に
此
の
旨
を
知
ら
ざ

る
天
台
の
末
学
、
二
五
の
塵
点
を
仮
説
と
言
は
大
謗
法
也
。
故
に
二
五
の
遠
事
は
法
華
経
の
神
な
り
、
心
也
、
所
詮
也
、
実
体
也
、
故

に
本
述
事
希
諸
経
不
説
と
は
称
歎
し
給
う
也
。
０

６
ヽ
事
理
の
顕
本

秘
密
三
身
を
以
て
理
成
顕
本
に
備
る
事
、
上
古
よ
り
学
者
の
義
勢
な
れ
ば
、
信
用
す
べ
き
と
雖
も
、
天
台
妙
楽
の
御
意
は
、
本
門
寿
量

の
三
身
な
れ
ど
も
、
法
中
論
三
の
無
作
三
身
は
雨
前
諸
部
の
円
に
通
ず
る
故
に
、
通
釈
は
意
を
法
身
に
寄
す
る
故
に
寿
量
顕
本
の
正
意

と
為
さ
ざ
る
也
。
記
の
九
に
云
く
、
法
身
非
寿
諸
経
常
談
一広云
。

報
中
論
三
の
無
作
三
身
は
事
成
顕
本
也
。
諸
御
抄
並
に
観
心
抄
、
開
目
抄
此
の
意
也
。
開
目
抄
に
云
く
、
法
華
前
後
の
諸
大
乗
経
に

は
、
法
身
の
無
始
無
終
は
説
け
ど
も
、
応
身
報
身
の
顕
本
は
説
か
れ
ず
一〓云
。　
働
て
日
蓮
宗
に
は
、
事
の
三
世
、
事
の
本
土
に
約
し
て

事
相
の
報
佛
の
長
寿
に
約
し
、
事
成
顕
本
を
顕
し
、
事
成
の
十
界
皆
成
を
示
し
、
本
円
事
円
三
千
事
行
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
を
顕
し
て

弘
通
し
奉
る
可
き
也
。
い

７
、
六
重
本
述

此
の
六
重
の
中
に
、
前
の
五
重
は
所
摂
、
後
の
己
今
の
一
重
は
能
摂
也
。
謂
く
己
述
に
理
事

・
理
教

・
教
行

ｏ
体
用

・
実

権

を
摂
得

す
。
又
今
本
に
理
事
乃
至
実
権
を
惣
在
す
る
也
。
故
に
六
重
は
唯
己
今
の
一
重
也
。

己
今
本
述
中
に
、
己
説
述
門
を
以
て
方
便
と
為
し
、
今
説
本
門
を
以
て
真
実
と
為
す
也
。
此
の
今
説
本
門
に
種
脱
の
巨
益
之
れ
有
り
ヽ

脱
益
は
現
在
に
在
つ
て
述
中
に
付
せ
ら
れ
る
故
に
名
は
本
、
義
は
述
也
。

今
説
の
本
門
の
本
意
は
、
上
行
に
要
法
を
付
し
、
末
代
逆
謗
の
群
類
を
助
く
る
為
也
。
働
て
己
説
述
門
と
言
も
末
代
逆
謗
救
助
の
為
の
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方
便
也
。
故
に
知
ぬ
、
今
日
所
説
の
己
今
本
述
は
、
末
代
極
悪
の
衆
生
の
為
也
。
日

８
、
種
脱

種
は
名
字
即
、
熟
は
観
行
相
似
、
脱
は
分
証
究
寛
也
。
働
て
此
の
種
熟
脱
を
以
て
過
現
に
相
配
す
れ
ば
、
種
は
過
去
、
熟
は
中
間
前

四
味
、
脱
は
今
日
法
華
在
世
也
。
故
に
法
華
を
以
て
種
子
無
上
と
名
け
、
高
祖
は
二
五
下
種
と
定
判
し
給
う
。
日

９
、
約
教

・
約
部
両
釈

当
時
は
悪
世
に
し
て
謗
法
多
き
世
な
れ
ど
も
、
本
門
流
通
の
時
機
な
れ
ば
、
本
門
の
教
相
に
任
せ
て
約
教
釈
を
破
て
末
法
相
応
の
下
種

の
教
相
た
る
本
述
の
判
教
を
取
り
出
し
て
謗
者
所
依
の
約
教
釈
を
破
す
べ
き
也
。
十
章
抄
に
言
く
、
日
本
国
の
謗
法
は
雨
前
の
円
と
法

華
の
円
と

一
な
り
と
言
う
義
の
盛
な
り
し
よ
り
此
れ
始
れ
リ
ニ
ム。　
日
蓮
大
士
折
伏
修
行
の
為
に
約
教
釈
を
破
す
る
也
。
約
教
釈
を
破

し
、
次
で
述
門
止
観
も
破
し
、
本
門
止
観
を
以
て
観
心
本
尊
抄
、
開
目
抄
に
移
し
て
此
の
能
開
の
眼
を
以
て
還
て
天
台
止
観
を
見
れ
ば

本
門
止
観
也
。
故
に
日
蓮
大
士
身
延
山
御
隠
居
の
時
は
昼
夜
に
止
観
を
修
す
、
是
即
ち
正
像
未
弘
の
易
行
止
観
也

１〇
一
滅
後
流
通

在
世
本
門
と
云
の
と
、
彼
は
脱
と
、
彼
は
一
品
二
半
と
云
は
同
物
也
。
此
は
同
じ
本
門
な
れ
ど
も
所
廃
と
成
る
也
。
末
法
の
初
と
言
う

の
と
、
此
は
種
と
、
此
は
題
目
の
五
字
と
言
う
の
と
、
上
に
但
だ
地
涌
千
界
を
召
し
て
八
品
を
説
い
て
之
を
付
属
し
給
う
と
言
う
の
と

は
唯
し
同
じ
物
也
。
此
の
両
方
の
文
の
意
は
、
本
門
在
世
の
正
説
を
去
つ
て
本
門
滅
後
弘
経
上
行
要
付
の
序
正
流
通
を
取
つ
て
本
門
経

の
所
詮
と
為
す
べ
し
と
言
う
事
也
。
是
即
ち
正
像
未
弘
の
法
門
也
。
ロ

法
の
問
題

１
、
首
題
の
所
在
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尼
崎
本
興
寺
元
祖
日
存
日
道
、
三
十
年
に
及
ん
で
諸
流
を
伺
い
、
諸
御
抄
を
拝
し
奉
り
、
愚
老
に
至
り
て
両
師
の
業
を
汲
み
、
三
十
余

年
恐
ら
く
は
御
抄
本
書
の
淵
底
を
明
る
に
、
高
祖
出
世
の
本
懐
は
、
妙
法
蓮
華
経
を
過
去
に
置
き
奉
り
、
下
種
無
上
の
経
王
と
成
し
、

其
の
種
子
下
種
を
取
て
末
法
下
種
の
所
依
の
経
と
仰
ぎ
奉
る
也
。
Ｈ

妙
法
蓮
華
経
の
根
本
住
所
は
、
過
去
久
遠
五
百
塵
点
劫
の
昔
、
本
果
成
道
の
処
に
之
れ
有
り
、
其
れ
よ
り
復
倍
上
数
し
て
本
因
妙
、
相

似
観
行
を
馳
せ
過
ぜ
て
本
覚
名
字
即
の
声
色
の
妙
法
蓮
華
経
の
所
に
之
れ
有
る
也
。
国

２
、
五
重
玄
惣
在

初
は
惣
名
と
名
く
、
鉢
宗
用
を
ば
別
と
名
く
、
惣
別
不
二
と
言
ど
も
、
常
も
惣
名
は
能
摂
、
別
体
の
三
章
は
所
摂
也
。
故
に
惣
名
に
は

本
述
釈
を
作
る
と
雖
も
、
廃
述
顕
本
し
て
常
も
本
門
に
有
り
。
故
に
但
名
に
於
い
て
本
述
を
分
つ
、
乃
至
此
の
妙
法
蓮
華
経
と
は
本
地

甚
深
の
奥
蔵
也
の
釈
は
此
の
意
な
り
。
日

３
、
名
体
倶
実

五
重
玄
義
は
即
ち
惣
名
の
一
重
玄
義
也
。
所
謂
る
名
と
は
妙
法
蓮
華
経
の
名
字
也
。
此
の
妙
名
を
久
遠
常
住
也
真
実
也
と
云
は
本
門
の

意
な
り
。
此
の
妙
名
を
仮
名
と
云
は
述
門
の
意
也
。
０

４
、
妙
法
の
落
居

妙
法
の
落
居
を
本
門
に
置
く
也
。
此
の
本
地
落
居
の
妙
法
蓮
華
経
を
本
門
八
品
に
移
し
、
上
行
に
付
し
て
末
代
悪
人
を
助
く
、
是
れ
第

二
教
相
の
上
の
観
心
の
重
也
。
故
に
是
を
観
心
本
尊
抄
と
称
す
る
也
。
此
の
如
く
五
重
玄
義
を
成
ず
る
事
、
恐
ら
く
は
先
代
未
聞
也
。

４
、
述
門
十
妙

述
と
云
は
過
去
本
有
の
従
本
垂
述
な
る
故
に
、
述
の
十
妙
の
自
行
化
他
妙
功
徳
利
益
と
言
も
、
皆
悉
く
過
去
本
妙
の
得
分
な
り
。
過
去
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本
妙
の
力
に
依
て
述
中
十
妙
の
用
を
施
す
故
に
根
本
種
子
に
随
え
ば
悉
く
本
妙
の
得
分
也
。
故
に
今
日
述
中
の
巨
益
は
有
教
無
人
と
成

て
述
門
無
得
道
也
。
日

５
、
本
門
十
妙

十
妙
と
云
う
時
、
惣
名
に
限
る
と
雖
も
、
惣
名
に
体
等
を
含
む
故
に
、
述
本
廿
妙
倶
に
五
重
玄
を
具
す
可
き
也
。
今
述
の
惣
別
含
蔵
の

十
妙
を
廃
し
て
本
門
惣
在
の
十
妙
を
顕
す
也
。　
所
以
に
十
妙
の

一
々
に
妙
の
字
を
置
く
、　
十
の
妙
は
唯

一
妙
也
。　
此
の

一
妙
は
惣
名

也
。
日

日
蓮
大
士
の
師
弟
粗
那
は
、
自
心
に
観
心
せ
ず
、
釈
尊
上
行
の
佛
力
菩
薩
力
経
力
を
以
て
行
ず
る
処
の
観
心
也
。
所
以
に
高
法
を
法
華

経
に
収
め
、
法
華
経
を
以
て
本
門
十
妙
に
摂
し
、
本
門
十
妙
を

一
ケ
の
妙
法
蓮
華
経
に
収
め
、
此
の
五
字
を
以
て
悪
人
の
信
心
に
郷
げ

入
れ
て
妙
法
蓮
華
経
を
推
か
ず
其
の
五
字
の
マ
マ
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
口
と
信
心
と
心
口
相
応
し
て
之
を
信
行
せ
し
め
、
余
事
余
法
を

交
え
ず
、
不
受
余
経

一
掲
と
信
心
観
を
行
ず
る
也
。
日

佛
身
の
問
題

１
、
本
述
教
主

述
門
は
法
応
相
即
の
応
身
な
る
べ
し
、
是
れ
即
ち
三
身
相
即
を
明
す
故
也
。
但
し
此
の
如
き
三
身
は
現
在
述
中
諸
衆
脱
益
の
分
也
。
大

通
下
種
の
教
主
は
有
為
の
報
佛
也
。
四

次
に
本
門
報
身
と
云
も
其
の
意
有
る
可
し
。
本
門
顕
本
の
方
は
、
本
果
顕
本
な
る
故
に
本
果
報
身
也
。
本
門
八
品
上
行
要
付
の
教
主
は

本
因
の
報
身
な
る
べ
し
。
秘
す
べ
し
秘
す
べ
し
。

２
、
下
種
の
教
主
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下
種
の
教
主
は
必
ず
久
成
の
報
佛
な
る
べ
し
。
久
成
の
報
佛
の
中
に
も
本
因
妙
の
報
佛
を
以
て
下
種
の
教
主
と
為
す
べ
き
也
。
法
身
は

下
種
の
報
佛
の
父
の
為
に
は
妻
と
成
て
母
の
徳
を
備
る
也
。
故
に
疏
の
九
に
云
く
、
所
成
即
法
身
、
能
成
即
報
身
と
言
え
り
。
所
成
は

境
、
境
は
即
悲
母
也
。
能
成
は
即
智
、
智
即
慈
父
也
。
此
の
法
報
の
父
母
和
合
し
て
、
母
を
以
て
裏
と
為
し
、
父
を
以
て
面
に
立
て
、

下
種
を
下
し
、
十
法
界
の
下
種
を
成
ず
る
故
に
、
下
種
と
言
は
父
報
佛
の
徳
也
。
故
に
下
種
を
成
ず
る
本
門
の
教
主
を
ば
報
身
と
言
う

也
。
四

観
心
の
問
題

１
、
教
相
と
観
心

権
実

ｏ
本
述

・
記
小

・
久
成
は
教
也
。　
一
念
三
千
は
観
也
。
教
観
は
其
の
源

一
鉢
也

。唯

一
代
諸
経
雨
前
述
本
と
経
歴
す
る
は
、　
一
念

三
千
を
成
就
せ
ん
が
為
な
り
。
諸
天
台
宗
の
学
者
、　
一
念
三
千
は
佛
在
世
に
は
之
を
説
か
ず
、
滅
後
像
法
に
始
て
天
台
独
り
己
心
開
発

の
法
門
と
思
え
り
。
法
相
法
体
は
佛
在
世
よ
り
法
華
経
に
之
れ
有
り
、
諸
人
師
終
に
之
を
知
ら
ず
、
之
を
取
ら
ず
。
天
台
自
解
佛
乗
し

て
十
方
三
世
の
微
塵
の
経
々
は
、
其
の
実
体

一
念
三
千
也
。
雨
前
に
は
カ
タ
ハ
に
之
を
説
く
。
述
門
に
初
て
三
千
互
具
を
明

す

と
雖

も
、
第
十
佛
界
を
ば
互
融
せ
ず
、
本
門
に
始
成
佛
界
即
過
去
久
遠
の
本
佛
也
と
顕
本
す
れ
ば
、
述
中
の
諸
佛
悉
く
分
身
と
顕
れ
て
本
末

の
諸
佛
互
融
し
て
無
作
三
身
と
顕
る
時
、
第
十
佛
界
開
会
治
定
し
て
一
念
三
千
整
足
す
る
也
。
Ｈ

２
、
本
門
の
観
心

本
門
と
は
報
佛
に
約
す
る
時
も
、
本
因
妙
を
以
て
根
本
種
子
と
為
し
て
三
世
十
方
の
諸
佛
出
生
の
所
と
な
す
也
。
機
に
約
す
る
時
も
、

本
因
妙
を
以
て
最
初
下
種
の
本
所
と
為
し
て
今
日
述
中
の
熟
脱
を
論
ず
る
也
。
故
に
現
在
二
五
七
九
の
脱
益
を
以
て
過
去
久
遠
下
種
に

還
し
て
成
佛
を
顕
す
也
。
此
の
脱
と
は
分
証
究
党
也
。
過
去
下
種
と
は
名
字
の
位
也
。
久
遠
の
本
を
顕
す
と
言
は
、
脱
益
の
聖
人
を
取
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て
久
遠
下
種
名
字
の
凡
人
と
成
す
意
也
。
同

２
、
信
心

本
門
は
久
遠
の
昔
も
名
字
凡
人
を
以
て
正
機
と
為
し
て
易
行
の
観
心
を
示
し
、
今
日
滅
後
末
法
も
名
字
悪
人
を
以
て
正
機
と
為
し
て
易

行
観
心
を
示
す
。
更
に
今
昔
の
易
行
観
心
に
不
同
無
き
也
。
故
に
教
に
本
門
無
し
。
本
門
は
但
是
れ
三
世
常
恒
の
観
心
也
。
是
れ
信
行

也
。
サ
レ
バ
諸
御
抄
に
本
門
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
書
き
給
は
是
れ
観
心
也
。
此
の
外
に
観
心
を
尋
ぬ
べ
か
ら
ず
。働
て
玄
の
一
に
は
、

本
地
の
妙
法
蓮
華
経
の
観
心
を
名
字
の
位
と
釈
し
給
え
り
。
当
時
日
蓮
宗
の
貴
賤
上
下
、
是
字
非
字
を
弁
え
ず
、
愚
人
口
に
任
せ
て
南

無
妙
法
蓮
華
経
と
唱
る
は
、
是
れ
即
ち
久
遠
本
覚
の
観
心
也
。
四
信
五
品
抄
能
く
能
く
之
を
拝
す
べ
し
・ム云
。　
此
の
法
門
は
尼
崎
流
唯

授

一
人
の
口
伝
也
。
秘
す
べ
し
、
秘
す
べ
し
。
伺

３
、
口
唱

今
経
の
本
意
は
、
偏
に
信
心
に
之
れ
有
る
也
。
種
熟
脱
の
中
に
は
、
種
を
以
て
神
と
為
し
、
過
現
の
中
に
は
過
去
を
以
て
本

土

と
為

し
、
三
業
の
中
に
は
間
法
為
種
を
本
意
と
為
す
間
、
口
密
を
以
て
正
意
と
為
す
也
。
故
に
末
代
相
応
の
易
行
也
。
さ
れ
ば
当
宗
の
意
は

一
経
の
内
に
も
、
広
略
を
捨
て
、
要
を
取
る
、
要
と
は
妙
法
蓮
華
経
也
。
是
即
ち
不
軽
初
心
始
行
の
方
法
、
不
専
読
誦
経
典
但
行
礼
拝

の
先
証
、
是
無
智
比
丘
従
何
所
来
の
法
則
也
。
Ｈ

４
、
経
力
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
´

今
経
に
は
経
力
繁
多
也
。
余
経
に
は
経
力
之
れ
無
き
故
也
。
働
て
日
蓮
宗
は
経
力
宗
也
、
自
力
宗
に
非
ざ
る
也
。
天
台
、
真
言
、
禅
、

律
等
の
諸
宗
は
自
力
に
憑
て
経
力
を
尚
ば
ざ
る
也
。
故
に
諸
宗

一
同
に
多
分
法
華
経
を
用
ゆ
と
雖
も
、
自
力
の
辺
に
依
て
経
力
の
辺
に

依
ら
ず
、
故
に
諸
宗

一
同
に
法
華
経
を
以
て
聖
道
難
行
に
属
し
裏
と
為
し
弥
陀
念
佛
を
以
て
面
と
為
し
て
法
華
経
を
用
る
也
。
故
に
法
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華
経
の
経
力
易
行
を
謗
る
間
、
諸
宗
は
謗
法
也
。
経
力
称
歎
の
如
説
修
行
の
行
人
は
日
蓮
宗
也
。
法
華
経
は
現
在
は
記
小
久
成
を
明
し

て
聖
道
難
行
な
る
様
な
れ
ど
も
、
二
乗
も
脱
を
以
て
過
去
の
種
に
還
れ
ば
、
種
は
名
字
の
凡
人
也
。
釈
尊
も
述
申
の
果
上
を
以
て
久
遠

の
本
果
本
因
を
顕
さ
ば
、
本
果
本
因
は
過
去
易
行
の
名
字
即
也
。
…
…
法
華
経
の
法
体
に
凡
人
易
行
の
功
力
之
れ
有
る
故
に
経
力
最
勝

也
。
日

５
、
当
宗
の
観
心

当
宗
の
意
は
、
教
の
玄
義
釈
名
、
文
句
の
判
釈
を
去
つ
て
止
観
を
取
り
、
又
止
観
を
捨
て
て
本
門
八
品
上
行
要
付
の
玄
義
観
心
に
移
て

妙
法
信
心
の
観
心
を
修
す
べ
き
也
。
日

信
行
の
問
題

１
、
本
門
の
待

・
絶
二
妙

自
宗
の
意
は
、
此
の
経
は
唯
二
妙
を
論
ず
と
て
、　
一
経

一
妙
の
上
の
待
絶
二
妙
な
る
間
、
妙
法
蓮
華
経
体
具
の
待
絶
な
り
。
故
に
妙
法

体
内
の
寂
而
常
照
を
ば
相
待
妙
と
名
け
、
不
軽
折
伏
と
号
す
る
也
。
妙
法
体
内
の
照
而
常
寂
を
ば
絶
待
妙
と
名
け
、
安
楽
摂
受
と
称
す

る
也
。
故
に
知
ぬ
、
今
経
の
上
の
相
待
妙
に
は
開
会
を
明
す
べ
き
也
。
日

２
、
信
謗
の
待
絶

私
に
云
く
、
日
蓮
宗
の
意
は
、
諸
経
諸
宗
を
呵
責
し
て
妙
法
の
信
者
と
成
し
、
本
門
南
無
妙
法
蓮
華
経
を
信
ぜ
し
む
る
也
。
故

に
知

ぬ
、
信
謗
待
対
は
相
待
妙
の
意
、
妙
法
蓮
華
経
に
帰
せ
し
む
る
は
絶
待
妙
の
意
也
。
日

３
、
本
門
は
返
つ
て
絶
待
妙

口
伝
に
云
く
、
高
祖
大
士
広
略
を
捨
て
て
要
を
取
る
、
要
と
は
惣
名
也
。
惣
名
を
以
て
宗
旨
と
為
す
。
宗
旨
の
要
法
は
絶

対

妙

な

る

五
帖
抄
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間
、
絶
待
妙
の
日
蓮
宗
也
。
恐
ら
く
は
天
台
、
伝
教
の
述
門
流
通
の
止
観
雨
前
帯
権
の
観
心
は
還
て
相
待
妙
の
修
行
也
能
く
能
く
之
を

思
う
べ
し
。
日

４
、
案

・
昇
二
妙

道
師
云
く
、
久
遠
を
種
、
中
間
今
日
は
熟
乃
至
脱
と
経
歴
す
る
は
昇
進
妙
の
意
也
。
さ
て
今
日
の
脱
を
以
て
久
遠
の
種
に
還
帰
し
て
雖

脱
在
現
具
騰
本
種
す
る
は
案
位
妙
の
意
な
り
。
是
れ
即
ち
本
門
流
通
の
案
位
昇
進
の
法
則
也
。
日

成
佛
の
問
題

１
、
久
遠
の
妙
法

私
に
云
く
、
当
体
蓮
華
と
は
十
界
三
千
依
正
の
本
体
即
妙
法
蓮
華
経
と
云
う
事
也
。
さ
れ
ば
妙
法
五
字
は
万
法
の
本
性
即
根
本
種
子
に

し
て
久
遠
本
覚
の
妙
法
蓮
華
経
也
。
日

２
、
当
体
蓮
華

一
切
衆
生
の
己
心
は
即
妙
法
蓮
華
経
の
当
体
な
る
を
、
謗
者
は
之
を
失
い
、
信
者
は
之
を
顕
す
也
。
元
よ
り
妙
法
蓮
華
経
は
即

一
切
衆

生
を
隔
て
ず
と
雖
も
、
衆
生
の
方
よ
り
之
を
隔
て
て
信
謗
相
分
れ
た
り
。
故
に
機
法

一
如
な
り
と
言
え
ど
も
、
不
信
の
前

に
は
顕

れ

ず
、
故
に
謗
者
は
当
体
蓮
華
に
非
ず
、
信
者
は
即
当
体
蓮
華
也
。
日

３
、
等
妙
二
覚

口
伝
に
云
く
、
本
門

一
品
二
半
正
説
の
辺
は
、
述
中
之
本
の
本
な
る
故
に
始
覚
に
し
て
其
の
義
分
は
等
覚
也
。
故
に
妙
覚
の
益
を
挙
げ

ざ
る
也
。
本
門
八
品
上
行
要
付
の
辺
は
、
久
遠
本
果
々
上
の
本
因
妙
、
凡
聖

一
如
本
覚
果
地
の
本
の
上
の
本
な
る
間
、
上
行
要
付
の
法

則
は
皆
妙
覚
果
地
の
所
作
也
。
故
に
一
品
二
半
の
辺
に
は
、
妙
覚
の
益
を
挙
げ
ず
、
八
品
上
行
要
付
の
辺
は
皆
妙
覚
の
益
也
。
故
に

一
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品
二
半
の
辺
は
釈
尊
出
世
の
本
懐
に
非
ず
、
八
品
上
行
要
付
の
辺
は
如
来
出
世
の
本
懐
也
。
国

４
、
本
覚
成
佛

此
の
種
子
の
位
は
、
久
遠
本
因
妙
名
字
即
也
。
此
の
名
字
下
種
根
本

一
乗
を
中
間
今
日
に
熟
脱
す
る
故
に
、
種
子
に
随
え
ば
今
日
二
乗

成
佛
、
乃
至
二
五
七
九
、
十
界
皆
成
も
名
字
本
覚
成
佛
也
。
さ
れ
ば
法
華
経
の
意
は
、
三
世
諸
佛
は
名
字
本
覚
成
道
也
と
日
道
元
祖
は

示
し
給
え
り
。
０

５
、
下
種
即
成

述
の
父
は
土
民
無
常
の
佛
、
本
門
の
父
は
久
遠
の
大
王
上
薦
の
本
佛
也
。
全
く
述
門
実
相
の
母
と
本
門
実
相
の
母
と
を
相
対
し
て
成
佛

を
論
ぜ
ず
。
故
に
雨
前
述
門
無
得
道
と
言
う
也
。
真
実
の
成
佛
と
云
う
は
、
述
佛
無
常
の
土
民
の
父
と
、
久
遠
本
佛
大
王
の
父
と
相
対

し
て
、
述
の
父
を
廃
し
て
本
の
父
を
顕
し
、
雨
前
述
門
十
方
法
界
の
諸
の
九
界
の
諸
子
と
久
遠
大
王
本
佛
の
父
と
、
父
子
天
性
を
治
定

し
て
本
門
十
界
皆
成
を
顕
す
間
、
但
だ
成
佛
と
言
う
は
、
父
佛
の
種
子
に
依
る
也
。
国

当
宗
要
品
の
問
題

（第
五
帖
）

１
、
述
門
流
通
の
要
品

記
の
一
、
四
要
品
に
方
便
、
寿
量
、
普
門
の
三
品
を
ば
体
用
と
取
り
、
安
楽
品
を
宗
と
取
り
定
め
て
之
れ
在
り
、
其
の
上
述
化
観
音
滅

後
流
通
の
主
と
為
る
は
、
疑
い
無
く
述
門
流
通
の
四
要
品
也
。
末
法
本
門
流
通
に
は
之
を
用
ゆ
べ
か
ら
ず
。

２
、
観
音
品
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

本
門
流
通
の
要
品
に
は
観
音
品
を
ば
用
う
べ
か
ら
ざ
る
也
。
但
し
当
時
浴
陽
に
外
道
法
華
宗
在
り
、
弘
経
の
初
に
観
音
品
を
誦
し
要
品

に
用
い
る
イ
タ
カ

（経
文
を
読
ん
で
銭
を
乞
う
乞
食
坊
主
）
法
華
宗
之
れ
多
し
。

五
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３
、
当
宗
要
品
の
大
意

天
台
所
立
の
四
要
品
と
意
得
て
は
之
な
用
う
べ
か
ら
ず
、
彼
は

一
経
三
段
の
意
を
以
て
之
を
用
う
。
当
宗
の
意
は
二
経
六
段
の
意
を
以

て
之
を
用
る
也
。
謂
く
、
述
門
方
便
品
に
は
二
乗
作
佛
を
明
す
根
源
の
品
也
。
寿
量
品
は
久
遠
成
道
を
明
す
也
。
此
の
ニ
ケ
の
大
法
を

合
せ
ば

一
念
三
千
也
。
口
伝
一ム云
。
故
に
知
ぬ
、
天
台
所
立
の
四
要
品
中
の
意
と
は
大
に
別
也
。

４
、
門
流
相
伝

私
に
存
す
べ
か
ら
ず
、
往
古
よ
り
当
門
流
相
伝
の
要
品
を
用
う
べ
き
也
。
謂
く
、
通
序
、
方
便
品
、
欲
会
衆
生
四
所
要
文
、
寿
量
品
、

神
力
品
、
陀
羅
尼
品
、
勧
発
品
也
。

５
、
通
序

別
序
は
在
世
を
以
て
正
と
為
し
、
通
序
は
証
信
序
と
言
て
滅
後
を
以
て
正
と
為
す
也
。
さ
れ
ば
霊
山
八
年
に
述
本
二
門
悉
く
己
て
妙
法

蓮
華
経
に
納
め
、
如
是
我
聞
等
と
通
序
を
置
く
、
故
に
通
序
は
滅
後
の
為
也
。
故
に
証
信
序
と
言
う
也
。
働
て
通
序
を
用
う
れ
ば
、　
一

部
悉
く
滅
後
の
為
と
成
る
也
。

６
、
方
便
、
寿
量

方
便
品
を
用
い
、
安
楽
品
を
用
い
ざ
る
事
は
、
十
如
実
相
の
経
体
を
取
て
寿
量
品
の
裏
に
置
き
、
開
述
顕
本
し
て
三
千
妙
法
を
顕
し
、

後
に
不
軽
折
伏
を
用
る
也
。

７
、
欲
令
衆
生

二
乗
成
佛
を
顕
す
広
開
三
顕

一
の
肝
心
也
。

８
、
今
此
三
界
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父
子
天
性
を
顕
し
て
、
信
者
と
謗
者
と
を
分
別
し
て
、
念
佛
、
真
言
二
宗
を
呵
責
し
、
惣
じ
て
は
諸
宗
不
孝
謗
法
な
る
事
を
顕
す
也
。

さ
れ
ば
当
宗
法
談
の
時
は
必
ず
先
づ
此
の
文
に
寄

‐
り
て
講
経
す
べ
き
也
。
貴
む
べ
し
。

９
、
我
遣
化
四
衆

本
門
流
通
の
教
弥
実
位
弥
下
の
五
種
法
師
を
以
て
還
り
照
せ
ば
、
今
の
文
即
本
門
流
通
折
伏
弘
経
の
明
文
と
成
る
也
。

１０
、
西
時
宝
塔
中

多
宝
証
明
を
以
て
法
華
真
実
を
顕
す
名
文
也
。
或
は
本
門
戒
壇
の
遠
由
な
る
故
に
之
を
用
う
欺
。
或
は
本
門
の
遠
序
な
る
故
敗
。
或
は

本
門
の
本
尊
出
処
の
遠
序
な
る
故
に
之
を
用
る
欺
。

ｎ
、
此
経
難
持

此
の
此
経
難
持
の
文
は
、
本
門
三
ケ
の
秘
法
を
表
示
す
る
也
。
謂
く
初
の
此
経
難
持
よ
り
の
四
句
は
本
門
の
本
尊
也
。
次
の
如
是
之
人

よ
り
の
三
行
は
本
門
の
円
戒
也
。
次
の
佛
滅
度
後
よ
り
の
二
行
は
本
門
事
行
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
也
。
謂
く
三
大
秘
法
の
実
体
と
は
本

門
五
重
玄
也
。
五
義
惣
在
妙
法
蓮
華
経
の
功
用
を
説
き
顕
す
文
也
。
殊
勝
々
々
、
此
の
文
は
日
朗
聖
人
よ
り
之
を
唱
え
給
う
と
之
を
尋

ぬ
べ
し
。

・２
ヽ
首
題
の
後
に
唱
う
る
こ
と

本
門
廃
述
立
本
の
後
に
之
を
唱
う
故
に
開
述
顕
本
の
意
也
。
或
は
南
無
妙
法
蓮
華
経
を

一
同
に
唱
る
は
本
門
の
授
戒
也
。
其
の
戒
相
を

宝
塔
品
に
説
い
て
是
名
持
戒
と
言
て
、
精
進
、
疾
得
と
称
歎
す
る
故
に
首
題
の
後
に
唱
る
也
。

・３
　
陀
羅
尼
品

滅
後
悪
世
は
行
人
力
弱
く
し
て
自
行
化
他
に
就
て
悩
乱
定
て
多
か
る
べ
し
、
故
に
本
門
八
品
上
行
要
付
の
硼
に
来
て
悪
世
の
擁
護
を
成

五
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す
べ
し
と
誓
て
二
聖
二
天
鬼
母
羅
剰
面
々
に
来
て
陀
羅
尼
を
説
い
て
行
者
を
擁
護
す
。
是
れ
又
大
切
の
事
也
。

・４
　
勧
発
品

普
貴
の
後
五
百
歳
弘
経
と
言
は
守
護
力
の
事
也
。
故
に
傍
依
と
為
る
也
。
教
授
の
正
教
主
は
上
行
也
。
大
旨
向
の
如
し
一ム云
。　
或
は
別

し
て
普
賢
神
児
を
取
て
向
の
五
番
陀
羅
尼
に
類
し
、
六
番
陀
羅
尼
と
成
し
て
祈
薦
の
為
に
之
を
用
る
也
。

・５
　
神
力
品

諸
門
流
の
用
不
計
り
難
き
者
也
。
但
し
諸
御
抄
の
趣
は
、
神
力
品
を
以
て
当
宗
最
要
と
為
す
と
見
え
た
り
。
彼
の
品
に
上
行
付
属
を
説

く
、
是
れ
当
宗
の
宗
旨
之
に
過
ぐ
る
べ
か
ら
ず
っ

日
道
仰
に
云
く
、
法
華

一
部
八
巻
四
七
品
中
に
、
十
六
品
は
本
述
体
宗
用
の
一
分

一
分
之
を
説
く
と
雖
も
、
妙
法
蓮
華
経
の
名
玄
義
を

全
分
に
説
く
事
は
、
初
の
序
品
と
神
力
品
と
也
。
序
品
は
本
述
を
兼
ね
、
而
も
述
を
以
て
面
と
為
す
辺
之
れ
有
り
、
神
力
の
一
品
は
、

偏
に
人
法
を
廃
述
立
本
し
て
、
述
中
諸
経
を
以
て
久
遠
妙
法
蓮
華
経
に
会
帰
し
て
要
の
五
字
を
以
て
上
行
に
授
け
、
上
行
妙
法

一
体
に

し
て
滅
後
末
法
に
広
宣
流
布
せ
し
む
る
也
。
（同
）

本
門
八
品

余
門
流
に
分
絶
た
る
当
宗
の
一
大
事
此
の
法
門
に
過
る
べ
か
ら
ざ
る
也
。
サ
レ
バ
諸
門
徒
の
中
に
曾
て
夢
に
も
知
ら
ざ
る
観
心
本
尊
抄

の
最
極
無
上
甚
深
の
秘
蔵
也
。
日
存
日
道
尼
崎
流
よ
り
外
に
は
絶
て
久
し
き
法
門
也
。
口
伝
に
云
く
、
観
心
本
尊
抄
中
に
委
悉
也
。
謂

く
、
但
地
涌
千
界
を
召
し
て
八
品
を
説
い
て
之
を
付
属
し
給
う
、
其
の
本
尊
の
為
鉢
一広云
。　
此
の
文
と
八
年
之
間
に
も
但

八
品

に
限

る
Ｊ
ム。
以
下
に
、
本
門
を
以
て
之
を
論
ず
れ
ば

一
向
に
末
法
之
初
を
以
て
正
機
と
為
す
・ム云
。　
本
門
は
序
正
流
通
倶
に
末
法
の
初
を
以

て
詮
と
為
す
一ム云
。
末
法
之
初
と
メ
〓。
此
は
種
也
ヌ
〓。
此
は
但
題
目
の
五
字
也
と
云
う
七
カ
処
の
文
は
、　
一
同
し
て
本
門
八
品
を
説
い
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て
南
無
妙
法
蓮
華
経
を
以
て
本
化
上
行
等
に
付
し
、
末
法
下
種
に
備
え
下
機
を
助
く
可
し
と
言
う
事
を
説
く
也
。
次
下
に
此
の
如
く
証

文
を
問
答
し
て
之
を
顕
す
、
即
ち
八
品
の
証
文
を
引
き

一
々
に
之
を
消
す
。
之
を
秘
す
べ
し
。
又
同
じ
本
門
也
と
言
え
ど
も
、
本
門
八

品
の
裏
に
一
品
二
半
正
宗
と
言
う
辺
は
、
佛
在
世
脱
益
に
し
て
滅
後
の
得
分
に
非
ず
と
言
う
事
を
釈
す
る
時
、
今
本
時
の
娑
婆
世
界
は

三
災
を
離
れ
四
劫
を
出
で
た
る
常
住
の
浄
土
也
。
佛
既
に
過
去
に
も
滅
せ
ず
未
来
に
も
生
ぜ
ず
、
所
化
以
て
同
体
な
り
。
此
れ
即
ち
己

心
の
三
千
具
足
三
種
の
世
間
也
。
述
門
十
四
品
に
於
て
は
未
だ
之
を
説
か
ず
・ム云
。
次
下
に

一
品
二
半
よ
り
の
外
一ム云
。　
次
下
に
所
謂

一

往
之
を
見
る
時
は
久
遠
を
以
て
下
種
と
為
し
、
大
通
前
四
味
述
門
を
熟
と
為
し
、
本
門
に
至
つ
て
等
妙
に
登
ら
し
む
る
一本云
。
　
次
下
に

在
世
之
本
門
一ム云
。
次
下
に
但
し
彼
は
脱
一広云
。
次
下
に
言
く
彼
は

一
品
二
半
と
一本云
。
此
上
件
の
六
カ
所
の
文
は
一
具
の
文
也
。
同
意
を

次
第
す
る
時
此
の
如
く
釈
す
る
也
。
此
等
両
方
の
文
は
、
同
じ
本
門
能
円
意
也
と
言
え
ど
も
、
種
と
脱
と
分
別
す
る
時
は
、
脱
益
の
本

門

一
品
二
半
の
辺
は
在
世
二
五
七
九
の
衆
生
の
得
分
也
。
下
種
の
本
門
八
品
の
辺
は
滅
後
末
法
本
未
有
善
の
悪
人
の
得
分
也
。
此
の
如

く
分
つ
は
猶

一
往
也
。
往
て
経
文
解
釈
の
意
を
得
れ
ば

一
品
二
半
の
辺
も
今
日
述
中
の
本
の
脱
を
以
て
過
去
久
遠
の
下
種
に
会
帰
す
れ

ば
、
種
脱

一
致
の
種
を
成
じ
て
雅
て
上
行
菩
薩
に
手
渡
し
召
さ
れ
る
故
に
、　
一
品
二
半
と
言
も
滅
後
の
得
分
と
成
る
也
。
之
に
依
て
初

に
此
の
意
を
顕
す
に
、
本
門
を
以
て
之
を
論
ず
れ
ば

一
向
に
末
法
の
初
を
以
て
正
機
と
為
す
と
言
よ
り
、　
一
往
再
往
此
の
意
也
。
言
う

所
の
一
向
と
は

一
品
二
半
脱
の
辺
も
八
品
種
の
辺
も
共
に
末
法
の
為
と
言
う
事
也
二
〓。
　
此
の
如
き
法
味
は
先
代
未
間
に
し
て
正
像
に

未
だ
弘
通
し
給
わ
ず
、
天
台
妙
楽
も
内
に
雲
み
て
外
に
宣
べ
ざ
る
未
曾
有
の
法
門
也
。
高
祖
師
示
し
て
云
く
、
佛
滅
後
二
千
二
百
廿
余

年
未
だ
此
の
書
の
心
あ
ら
ず
ニ
ム。　
但
存
、
道
両
師
並
に
、
日
隆
に
至
つ
て
、
三
代
三
十
余
年
の
間
、
在
俗
等
折
伏
弘
通
を
指
置
て
諸

御
抄
を
集
め
、
六
十
巻
の
淵
底
を
伺
い
、
当
流
の
教
観
を
明
め
て
談
ず
る
処
の
法
門
也
。
若
し
謬
解
あ
ら
ば
後
学
に
里

（理
）
露
し
て

添
削
を
希
う
べ
し
・ム云
。
去
り
乍
ら
尼
崎
流
随
分
の
己
証
也
。

五
帖
抄
要
文
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五
帖
抄
要
文

本
地
の
法
華
経

私
に
云
く
、
法
華
経

一
部
悉
く
上
行
要
付
の
為
Ｌ
百
う
事
は
、
釈
尊
本
門
密
意
を
以
て
通
序
別
序
を
照
ら
し
、
久
遠
の
惣
名
妙
法
蓮
華

経
を
先
序
す
る
也
。
方
便
品
に
し
て
久
遠
の
妙
法
蓮
華
経
体
内
別
門
の
体
玄
義
之
を
説
き
、
此
を
三
周
声
聞
横
に
之
を
取
り
畢
る
間
、

宝
塔
品
の
時
上
の
序
品
方
便
品
の
名
体
含
蔵
の
妙
法
蓮
華
経
を
佛
欲
以
此
妙
法
蓮
華
経
と
打
ち
顕
し
て
地
涌
の
遠
令
有
在
と
て
密
に
約

束
之
れ
有
て
、
涌
出
品
に
初
て
顕
露
に
約
束
之
れ
有
り
、
寿
量
品
に
し
て
所
付
の
妙
法
蓮
華
経
の
界
如
三
千
中
の
第
十
の
始
覚
近
成
の

佛
計
り
簡
び
取
て
之
を
廃
し
、
雅
て
久
成
報
佛
に
入
れ
足
し
て
佛
界
の
父
と
九
界
の
子
と
久
遠
の
父
子
和
合
し
て
十
界
久
遠
成
道
を
示

し
て
真
実
三
千
妙
法
蓮
華
経
を
顕
わ
し
、
分
別
功
徳
品
に
し
て
今
日
当
機
三
乗
横
入
し
て
押
取
る
間
、
佛
は
力
無
く
取
ら
れ
己
れ
ば
、

雅
て
随
喜
品
に
上
行
要
付
の
本
因
妙
を
説
き
、
功
徳
品
に
其
の
本
果
妙
を
顕
わ
し
、
上
行
要
付
の
因
果
修
行
の
証
人
を
不
軽
品
に
顕
わ

し
給
う
也
。
故
に
上
行
要
付
を
印
治
決
定
せ
ん
が
為
に
十
神
力
を
現
ず
る
間
、
以
要
言
之
と
譲
状
を
作
て
判
形
を
載
す
る
間
、
其
の
次

に
は
属
累
付
属
の
手
取
之
れ
無
ん
ば
か
な
う
ま
じ
き
間
、
経
中
に
属
累
品
を
置
き
己
て
、
さ
て
薬
王
品
己
下
の
六
品
は
上
行
要
付
体
内

の
薬
王
乃
至
普
賢
な
り
と
意
得
ば
、
法
華
経

一
部
悉
く
上
行
要
付
の
法
門
也
。
此
の
事
穴
賢
々
々
、
之
を
秘
す
べ
し
、
尼
崎
流
の
一
大

事
也
。
日
外
す
べ
か
ら
ず
一ム云
。

五
、
結

以
上
五
帖
抄
の
御
文
中
、
諸
種
の
項
目
の
あ
る
中
に
、
私
達
が
常
に
御
法
義
上
よ
く
耳
に
す
る
問
題
や
、
特
に
大
切
で
あ
る
と
拝
さ
れ

る
箇
所
を
拝
抄
し
挙
げ
さ
せ
て
頂
い
た
次
第
で
あ
る
。
し
か
し
私
の
無
学
の
至
す
と
こ
ろ
、
よ
り
重
要
な
る
箇
所
を
見
落
し
、
且
つ
読
み

方
等
に
不
徹
底
や
誤
り
も
あ
る
こ
と
と
思
う
の
で
、
御
気
付
の
箇
所
の
御
教
示
を
希
う
も
の
で
あ
る
。
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今
度
の
御
遠
忌
記
念
号
に
当
り
、
私
も
当
初
は
本
抄
を
中
心
に
し
て
何
か
ま
と
ま
つ
た
も
の
に
し
た
い
と
考
え
た
が
、
未
だ
本
抄
が
刊

行
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
鑑
み
、
今
回
は
御
本
文
を
紹
介
さ
せ
て
頂
く
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
つ
た
の
で
、
こ
の
よ
う
な

一
部
の

御
文
の
抜
率
に
終
つ
た
次
第
で
あ
る
。
つ
い
て
は
、
こ
の
拝
録
が
、
未
だ
本
抄
を
お
持
ち
で
な
い
方
に
と
つ
て
、
何
か
の
御
役
に
立
て
ば

望
外
の
幸
で
あ
る
。

五
帖
抄
要
文
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